
平成 25年 10月 29日 

おかむらゼミ入室希望者へ 

（ゼミの目的と卒業時のゼミ論について） 

本ゼミは、４年次に卒業研究の成果として「ゼミ論」を作成することを目的としたゼミです。このゼミ

での卒論として十分と考えられるものは、 

① 経済学の分野の研究で、経済学の理論的基礎付けとそれに対する数値データを使った実証研究を含む

もの。 

② 図表、参考資料一覧などを除き、学生自身の書いたテキストが３０ページ程度のもの。 

③ 参考文献や資料を利用するにあたって、正しく引用された（つまり、他の著作物からの引き写した文

章を羅列したものではなく、パラフレーズされ引用情報が明記されている）もの 

④ 表紙・タイトル・目次・参考文献一覧などを含み、内容が論理的に構成されたもの 

などの要件が満たされていなければなりません。 

 

（ゼミ論作成の準備について） 

○ ミクロ・はマクロのシークエンス(I・II・III)をすべて履修してください。 

○ ２年次終了までに社会経済学科・現代経済学科を問わず、最低限「経済データ分析」を履修済みであ

ること。 

○ ３年次に計量経済学を履修するもしくは講義に出席すること。 

 

（就職活動や卒業準備に関して） 

○ 3年次終了時までに卒業単位数のほとんどを履修していること。 

○ 社会人として活躍できるために何が必要かを考え、毎年の努力目標を定め、実践すること。 

 

（ゼミでの活動について） 

○ ゼミに参加する目的の一つが、ゼミ生同士がともに学び高めあうことにあります。 

 このゼミでは、FBで研究室のアカウントと「友達」になり、教員とゼミ生またはゼミ生同士の

連絡ツールとして活用しています。SNS には問題もありますが、この目的のために FB を利用

してください。プライベート設定をしっかりと行って、むやみに面識のない人物に FBページを

公開することのないようにしてください。 

 ゼミ合宿はゼミ生の自発的な活動として行う場合のみ行っております。 

 毎年、すべての学年のゼミ生が集まる集中ゼミを前期学期・後期学期の直前に年２回行ってい

ます。これに参加することは、ゼミ生として義務ですので、必ず参加してください。 

○ このゼミでは、講義形式、演習形式、そしてワークショップ形式と多用な形で行われます。どの場

合には、出席は不可欠で、その都度出された課題に誠実に取り組んでください。 

 出席は必須です。 

 よんどころない事情でゼミを休む場合には、必ず連絡を入れること。 

 ゼミでの発言や質問などは積極的に行ってください 

 ゼミで学生による発表がある場合には、担当者だけではなく全員出席をして、発表ないように

傾聴すること。 


